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にっぽん子育て応援団

　子ども・子育て支援新制度が本格的にスタートしました。にっぽん子育て応援団は、新制度のさら
なる充実、地域の実情に沿った市町村独自事業のよりいっそうの充実などを通じて、社会全体で子育
てする機運の醸成を求めていきます。目指しているのは「子どもを真ん中において、子どもの成長に
とって不可欠な、家族、子ども同士の関わり、地域や社会の多くの人との関わり、それぞれが大切な
役割を果たせるよう支援する社会の実現」です。

「にっぽん子育て応援団の考える目標」
　すべての子どもたちが、家族の愛情に育まれ、
　また、子ども同士の積極的な関わり合いの中で、
　そして、地域や社会の多くのおとなたちの慈しみの中で、
　心豊かに成長できる環境を保障すること

（2012 年 5月「真の社会保障・税一体改革を通じた子ども・子育て支援の充実を」アピールより）

「目標実現のためのにっぽん子育て応援団のアピール」

1. 子どもと家族を支える質的環境向上のためにさらなる財源を求めます

消費税増税が 1年半伸びたことで、予定されていた子ども子育て支援新制度の量的拡充と質的改善が
立ち遅れることのないよう、平成 28年度の予算の確保を求めます。
にっぽん子育て応援団では、すべての子どもと子育て家庭に行き届く支援の実現を訴えてきましたが、
そのためには、近年深刻さを増している子どもの貧困やひとり親家庭の困窮に対する、きめ細やかな
支援の実現が急務です。すべての子どもと子育て家庭に発達と参加が保障される、真に子育てしやす
い社会の実現に向けて、保育の問題にとどまらず、学習支援、経済自立支援、生活全般への支援といっ
た地域の支援、地域子育て支援のために必要な財源の確保を求めます。

2. 着実な市町村子ども・子育て支援事業計画の推進を求めます

新制度のもと、市町村で策定した事業計画が始まっています。5年後を射程に入れて事業必要量を見
込み、市町村の実情に沿うよう策定されていますが、ともすれば制度づくりに手間や時間がとられ、
質の議論が抜け落ちているとも指摘されています。着実な事業計画の推進には、常に点検・評価を怠
らず、必要に応じて見直し、事業に手直しを加えていくことが重要です。
事業の点検・評価・見直しでも地方版子ども・子育て会議を活用し、単なる数字合わせの推進ではなく、
実情の伴った推進がなされることを求めます。

3. 当事者の声が反映されるしくみを実現させましょう

私たちも行動します。子どもや子育て世代の声にならない声を伝え、限られた財源を効果的に活用で
きるよう、運営にも参画し責任を分かち合います。既に多くの仲間が地方版子ども・子育て会議の委
員公募に手を挙げ、参画しています。地域においては、子育ての今日的な課題を地域で暮らす人々と
共有、地域ぐるみの子ども・子育てを支える仕組みをつくるべく、市民版子ども・子育て会議ともい
うべき場づくりや、足りない地域資源の掘り起こしや立ち上げも担います。子どもを真ん中にした地
域づくり、まちづくりを、子育て家族とともに考え、実践していきます。ともに手を携えて「もっと
子育てしやすい社会」を実現しましょう。


